


































































































































































































































































































































































































































































































ネギーメロン大学の Allen Newell 教授を訪問し、
臆面もなくこの研究を紹介しました。Newell 先
生は、経済学でノーベル賞を受賞した Herbert A. 


























































（375）9令和₂年₃月 東北大学電通談話会記録 第88巻第₂号 （March　2020）
以上、お話ししてきた企業研究員時代には、第




















































































































































































































































































































































































































（383）17令和₂年₃月 東北大学電通談話会記録 第88巻第₂号 （March　2020）
実際、私達の周りには、長年に渡って継承され
てきた数々の経験や知恵があるわけですが、それ
らが上手く活かせない場合も少なくありません。
一つの事例として東日本大震災での津波被害の経
験が挙げられます。私自身は震災後に知ることに
なったのですが、大津波が到来した太平洋沿岸地
域には、浸水を免れた神社が点々と残っていまし
た。霞目飛行場の近くにある浪分神社もその一つ
ですが、これらは、その地点まで津波の浸水があっ
たという記憶を後代に伝える役割を担っていたと
いうことです。また、古くから使われてきた浜街
道も過去の津波の浸水域を避けたルートになって
いました。このような形で伝承された古人の知識
が容易に活用できるようになっていれば、大津波
への対応もまた違った形になっていたかも知れま
せん。貴重な知識を集積して利用する知識ベース
や知識システムの必要性や重要性を改めて痛感さ
せられます。いずれにしても、知識の利活用に関
わる研究開発が「知識工学・第二幕」の幕開けに
つながることを期待しながら、人々と協働する「わ
が友エージェント」が重要な役割を果たす「エー
ジェント指向知識工学」の研究を続けたいと思っ
ています。
以上、誠に雑駁な話となりましたが、私の研究
活動の来し方を振り返って、最終講義としてまと
めさせていただきました。ご清聴ありがとうござ
いました。
（384）18 我流・知識工学の過去、現在、未来
